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神戸薬科大学

2014年薬学部第 2問

2 次の問いに答えよ．

(1) 円 (x¡ a)2+(y¡ b)2 = A（a; b; Aは定数でA > 0）と直線 y = xが接するとき，Aを aと bで表す

とA = オ である．

(2) 円 x2 + y2 = 5に接し，傾きが¡2である直線の方程式は カ である．


